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論　　文　　の　　要　　旨

＜目的〉

　リハビリテーション医学の領域ではヨ麻痒を呈する脳血管障害患者の運動機能の評価はラ共同運

動と呼ばれる異常な運動の発現を指標にして行われているが争この評価法は必ずしも一般的に受け

入れられている訳ではない。近年、パルス磁気でヒト大脳皮質運動野を無痛性に刺激してヨ四肢の

筋に誘発される運動誘発電位（motorevokedpot㎝tia1；MEP）を指標に皮質脊髄路の運動機能を

非侵襲的に検査する方法が実用化された。しかしヨ共同運動に着目した運動機能評価とMEPの所見

との関係はほとんど解析されていない。もし害両者の間に有意な関連が認められれば，MEPを用い

た検査はヨ脳血管障害患者の運動機能を客観的に評価するための有効な補助手段になると思われる。

本研究の目的は事MEPの所見と運動機能評価との関係を明らかにし、MEPを用いた検査の有用性を

検討することである。

＜対象ならびに方法〉

　脳血管障害発症後五ヵ月以上経遇し片麻痒を呈している慢性期脳血管障害患者33例（患者群）と

健常成人28例（正常対照群）を対象とした。前者は埼玉医科大学リハビリテーション科にて入院加

療中の患者でありラ正常対照群とともに事前の検査についての説明を受け害検査に同意している。

運動機能の評価が容易な下肢に注目し、前脛骨筋と母趾外転筋から安静時と筋収縮時のMEPを記録

した。さらに事腰部神経根のパルス磁気刺激ならびに勝骨神経と脛骨神経の電気刺激によりM波を

記録した。母趾外転筋からは脛骨神経の電気刺激によりF波も記録した。これらの記録から中枢運
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動神経伝導時間（centra1motor　c㎝d㏄t亘㎝time；CMCT）およびMEP／M波振幅比を算出した。

患者群麻痒側では，Br㎜nstormによる6段階評価法および上田による五2段階評価法とともに事これ

らを簡路化して独自に考案した足関節運動の4段階評価法を用いて下肢の運動機能を評価しヲ評価

結果をMEP所見と対比させた。

〈結果と考察〉

　①患者群麻痒側ではラ非麻痒側および正常対照群に比しヨCMCTの延長とMEP／M波振幅比が低

下し事安静時の前脛骨筋以外ではその差は有意であった。②患者群麻痒側ではヨ筋収縮時にはラ

CMCT正常範囲内でもMEP／M波振幅比が著明に低下していることが少なくなかったが里MEP／M

波振幅比が正常範囲内であればCMCTが異常を呈することは希であった。③患者群麻痒側では里運

動機能が不良と評価されるほどCMCTの延長とMEP／M波振幅比の低下を認めることが多く争MEP

が誘発されない症例も増加した。運動機能の評価とMEPの所見とはヲー部の症例で明確な対応関係

が認められないことがあるものの，MEPが誘発されない場合を最も異常な所見とみなすとヨMEPの

所見およびその麻痒側／非麻痒側比は下肢運動機能の評価と有意な相関を示した。④患者群麻揮側

では雪一F／M振幅比の上昇など安静時でも脊髄運動ニューロンの興奮性の充進を示す所見が認められ

た。⑤本研究で用いた検査方法ではヨ明らかな副作用の危険および苦痛は認められなかった。

　皮質脊髄路が傷害された脳血管傷害患者の慢性期におけるMEPの所見はヨ主にラ脊髄運動ニュー

ロンに投射する大脳皮質由来の下行性VO11eyの減少を反映し雪異常な共同運動の発現はラ未回復の皮

質脊髄路機能に対する代償機序によるものと考えられる。

＜結論〉

　運動機能の評価とパルス磁気刺激法によるMEPの所見との関係をより明確にするためにはヨ本研

究で用いた筋以外の多数の筋からMEPを記録するなどヨさらに検討を加えるべき点が残っている

が、MEPを指標とした検査は，脳血管障害患者の運動機能について一貫性のある客観的評価を行う

ための有用な補助手段となり得ると結論される。

審　　査　　の　　要　　旨

　これまでの脳血管障害患者の運動機能の評価は事各診療科の問での一貫性に欠けヨ必ずしも一般

的に受け入れられるものではなかった。リハビリテーション医学の領域では害大脳皮質の磁気刺激

による叫EPの所見と運動機能評価との関係が検討され始めたところであるが；本研究がラMEPの記

録からCMCTならびにMEP／M波振幅比を算出しヨこれらのパラメーターと運動機能障害の程度と

の間に有意な相関関係があることを明らかにしラMEPの所見が運動機能の一貫性のある評価に有用

であることを示したことはラ臨床的意義が大きく，高く評価される。今後，磁気刺激によるMEPが，

中枢神経障害による運動麻痒について。運動療法の効果の客観的評価法としても発展していくこと

が期待される。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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